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研究の背景

�災害対策基本法の一部改正（2012/6）
» 災害応急対策責任者の努力義務として、地理空間情報の

活用、情報の共有等を追加。（第51条第2項, 第3項関係）

�電子行政オープンデータ戦略（2012/7）

� IT戦略本部「IT防災ﾗｲﾌﾗｲﾝ構築のための基本方針」
（2012/7）

» 「行政機関における情報提供においては、二次利用を可能二次利用を可能二次利用を可能二次利用を可能

とする等の利用者の利便性を考慮するとする等の利用者の利便性を考慮するとする等の利用者の利便性を考慮するとする等の利用者の利便性を考慮する。加工が容易な

フォーマットへの統一に加え、公開ＡＰＩを使用するとともに、

用途ごとに規格化されたＡＰＩの整備規格化されたＡＰＩの整備規格化されたＡＰＩの整備規格化されたＡＰＩの整備を行い公開する。」
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「官民協働危機管理クラウドシステム」

� 内閣府総合科学技術会議 科学技術戦略推進費

» 「地域社会における危機管理システム改革プログラム-自然災害への対応」
－文部科学省が公募・選定

� 実施期間
» 平成23～25年度

� 関係省庁
» 社会システム改革に関係する省庁

• 内閣府防災担当、総務省、経済産業省
» プロジェクトに参画している省庁

• 国土交通省水資源・国土保全局、国土交通省気象庁、総務省消防庁消防研
� プロジェクト運営委員会

» 年に2回程度開催
» メンバー

• 上記関係省庁、防災科研、NTT空間情報、ファルコン、東京大学、群馬大学、新
潟大学、山梨大学、小林市、三条市、見附市、釜石市、藤沢市、新潟県

• 有識者：時事通信社中川支局長（委員長）、富士常葉大学重川教授、KDDI難波
理事
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本プロジェクトの研究テーマ

� 自治体における災害対応を高度化するための情報システム

の開発

① 自治体内外でクラウド環境のアプリケーションサービスを利用

② 国際標準のデータ流通方式により、官民の各機関から災害情報を取

得して一元化

③ 災対本部、各班での情報入力と閲覧機能を備え、情報共有

④ 災害種別（水害版、火山版、地震・津波版）ごとにシステムを構築

⑤ 開発するアプリケーションシステムはオープンソースによる無償公開

⑥ 多メディア（防災行政無線、緊急速報メール、メール、ホームページ他）

にワンストップで災害情報を住民に伝達

� 地方自治体、国、ライフライン、民間等が協調・連携した災害

対応を行うための標準的な情報共有の仕組みづくり
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民間等がクラウド環境を提供民間等がクラウド環境を提供民間等がクラウド環境を提供民間等がクラウド環境を提供

回線はインターネットを利用回線はインターネットを利用回線はインターネットを利用回線はインターネットを利用

対応状況確認、対応状況確認、対応状況確認、対応状況確認、

判断・意思決定判断・意思決定判断・意思決定判断・意思決定
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Ａ市住民
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・情報共有・情報共有・情報共有・情報共有

・支援要請・支援要請・支援要請・支援要請
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取得情報を一元表示取得情報を一元表示取得情報を一元表示取得情報を一元表示

被害報告、被害報告、被害報告、被害報告、

対応状況入力対応状況入力対応状況入力対応状況入力

・放送事業者・放送事業者・放送事業者・放送事業者

データ放送データ放送データ放送データ放送

・携帯事業者・携帯事業者・携帯事業者・携帯事業者

エリアメール等の緊急速報メールエリアメール等の緊急速報メールエリアメール等の緊急速報メールエリアメール等の緊急速報メール

・民間ポータルサイト・民間ポータルサイト・民間ポータルサイト・民間ポータルサイト 等等等等

公共情報公共情報公共情報公共情報

コモンズコモンズコモンズコモンズ

（連携機能開発中）（連携機能開発中）（連携機能開発中）（連携機能開発中）

クラウド環境における災害対応システムの運用イメージ

検索検索検索検索

・情報共有・情報共有・情報共有・情報共有

・支援要請・支援要請・支援要請・支援要請

・報告・報告・報告・報告

官民協働危機管理クラウドシステム

本プロジェクトの対象
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項目項目項目項目 内容内容内容内容

時間

フェーズ

事前→警戒期警戒期警戒期警戒期→応急期応急期応急期応急期→復旧期復旧期復旧期復旧期→復興期

災害類型 水害（内水、外水）、土砂災害（水起因）、地震・津波災害、火山災害

想定ユーザ

市町村の災害対策本部、業務班、現地対策本部、後方支援機関（都道府県、国、指定

公共機関）

対象タスク

• 情報共有・関係機関の状況認識の統一、先々の見通しを持ちながら意思決定支援、

各業務班の指揮支援

• 監視観測、被害想定、被災状況収集・集約、対応状況の指示・進捗確認、他機関へ

の報告・要請、避難情報発令、地域住民への告知、報道機関等への広報、災害対

応履歴参照、訓練など

対象業務

• 避難に関する業務（避難情報の発令、安否確認、誘導、避難所運営、物資調達

• 津波、火山、大規模河川の氾濫による広域後方支援

• 津波災害時の動線確保と道路情報の提供

• 災害類型と被害規模、時間フェーズ、業務班ごとの定型文等による広報・告知、本部

による記者発表（災害広報等）

• 本部から業務班等への指示・進捗確認（報告の督促等）、自衛隊への派遣要請（県

経由）、他自治体・協定事業者等への派遣要請、国・県への報告

取り扱う

情報

国、自治体等から提供される観測・予測情報、ライフラインからの被害・復旧情報、地域

内の被害・対応情報、市町村の防災情報（ハザードマップ、被害想定図、避難施設など）


